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︹
学
校
統
合
事
業
〕

Ｑ 

鈴
木
克
征
議
員　

　

学
校
統
合
準
備
事
業
１
２
９
万

円
の
使
途
は
。
他
に
学
校
統
合
予

算
は
確
保
し
て
い
る
か
。

Ａ 

教
育
課

　

計
上
予
算
の
ほ
と
ん
ど
は
、
光

小
学
校
の
校
旗
作
製
費
用
で
す
。

新
年
度
予
算
で
は
他
の
事
業
費
は

計
上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

〔
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
計
画
〕

Ｑ 

鈴
木
克
征
議
員

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
４
台
を
購
入
す

る
よ
う
だ
が
、
運
転
業
務
委
託
は
。

ま
た
運
行
計
画
等
の
検
討
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

教
育
課

　

該
当
校
に
運
行
経
路
の
検
討
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
購
入
は

31
年
度
に
な
り
ま
す
が
、
運
転
業

務
委
託
契
約
は
32
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
運
行
業
務
委
託
に
つ

い
て
も
業
者
を
は
じ
め
、
運
転
経

路
な
ど
を
31
年
度
中
に
は
固
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
医
療
機
器
保
守
点
検
〕

Ｑ 

川
島
仁
議
員

　

医
療
機
器
保
守
点
検
は
毎
年
実

施
し
て
い
る
の
か
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

保
守
点
検
料
は
高
額
だ
が
、
年
間

ど
の
く
ら
い
検
査
を
実
施
し
て
い

る
か
。

Ａ 

東
陽
病
院

　

医
療
機
器
の
保
守
点
検
は
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
の
実
績

で
す
が
、
年
間
７
５
１
件
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
住
民
課
窓
口
業
務
〕

Ｑ 

鈴
木
唯
夫
議
員

　

住
民
課
の
窓
口
に
て
、
外
国
人

を
見
か
け
ま
す
が
、
言
語
等
窓
口

業
務
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

支
障
が
あ
れ
ば
、
通
訳
を
採
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
県
外
で

外
国
人
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
通

訳
を
雇
用
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す

の
で
。

Ａ 

住
民
課

　

転
入
さ
れ
る
外
国
人
の
方
も
結

構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の

場
合
は
日
本
語
の
わ
か
る
方
が
同

席
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国

人
同
士
の
婚
姻
手
続
き
な
ど
で
日

本
語
が
通
じ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
て
対
応
し
て
お
り
、
頻
度
と
し

て
は
非
常
に
少
な
い
た
め
、
通
訳

に
人
件
費
を
か
け
る
状
況
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
件

数
が
増
え
て
く
れ
ば
、
翻
訳
機
器

な
ど
の
予
算
要
求
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

〔
日
本
人
英
語
講
師
の
資
格
・
メ

リ
ッ
ト
〕

Ｑ 

森
川
議
員

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
外
国
語
指
導
助
手
に
代

わ
る
日
本
人
英
語
講
師
は
ど
の
よ

う
な
資
格
か

Ａ 

教
育
課

　

英
語
教
員
の
Ｏ
Ｂ
や
英
検
上
級

資
格
者
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
上
位
点
数

取
得
者
で
す
。
小
学
校
７
校
へ
５

名
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ 

森
川
議
員

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
日
本
人
講
師
へ
の

変
更
の
メ
リ
ッ
ト
は

Ａ 

教
育
課

　

今
ま
で
は
英
語
に
親
し
む
、
慣

れ
る
、
遊
ぶ
と
い
う
レ
ベ
ル
で
し

た
が
、
指
導
要
領
の
改
定
で
小
学

校
の
外
国
語
教
育
が
教
科
化
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
学
習
の
た
め
の

授
業
に
変
え
る
必
要
が
生
じ
ま
し

た
。

〔
２
ｉ
ｎ
１
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
管
理
〕

Ｑ 

森
川
議
員

　

新
た
に
導
入
し
た
２
ｉ
ｎ
１
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
管
理
体
制
は

Ａ 

教
育
課

　

小
学
校
で
は
パ
ソ
コ
ン
教
室
や

施
錠
可
能
な
ロ
ッ
カ
ー
で
保
管
し

て
い
ま
す
。
使
用
後
の
充
電
等
は

使
用
教
諭
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し

て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
ト
ラ
ブ
ル

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
児
童
手
当
給
付
事
業
〕

Ｑ 
庄
内
議
員

　

児
童
手
当
給
付
事
業
は
、
何
人

で
す
か
。

Ａ 

健
康
こ
ど
も
課

　

平
成
29
年
度
実
績
は
ひ
と
月
当

た
り
の
換
算
で
す
が
、
全
体
で
２
，

４
３
７
人
と
な
り
、
内
訳
は
３
歳

未
満
が
４
０
３
人
、
３
歳
以
上
小

学
生
ま
で
が
１
，
４
４
４
人
、
中

学
生
は
５
５
２
人
、
特
例
給
付
が

38
人
で
す
。

〔
国
保
税
の
均
等
割
〕

Ｑ 

山
﨑
義
貞
議
員

　

国
保
税
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
均
等
割
を
無
く
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
子
育
て
支
援
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

Ａ 

税
務
課

　

な
る
べ
く
平
等
と
な
る
よ
う
な

見
直
し
を
考
え
て
い
る
が
、
子
ど

も
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
検
討
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
日
本
人
英
語
講
師
の
利
点
︺

Ｑ 

山
﨑
義
貞
議
員

　

外
国
人
英
語
講
師
を
日
本
人
英

語
講
師
に
す
る
利
点
は

Ａ 

教
育
課

　

今
ま
で
の
小
学
校
外
国
語
教
育

は
﹁
英
語
に
親
し
む
・
慣
れ
る
﹂

と
い
う
レ
ベ
ル
で
し
た
。
日
本
人

講
師
を
直
接
雇
用
す
る
こ
と
に
よ

り
担
当
教
諭
と
の
連
携
・
調
整
を

容
易
に
し
、
教
材
と
し
て
の
授
業

展
開
を
目
指
す
も
の
で
す
。
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民
生
文
教
常
任
委
員
会

　

３
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
各
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、

所
管
課
の
平
成
31
年
度
予
算
、
実
施
予
定
事
業
等
の
予
算
の

適
正
性
・
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
徹
底
調
査
し
ま
し
た
。

民
生
文
教
・
総
務
経
済
常
任
委
員
会

平
成
31
年
度
町
の
予
算
を
徹
底
調
査
！
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〔
一
部
事
務
組
合
の
統
合
〕

Ｑ 

川
島
富
士
子
議
員

　

一
部
事
務
組
合
の
統
合
目
途
は

Ａ 

環
境
防
災
課

　

光
地
域
の
ご
み
に
対
し
て
平
成

33
年
度
か
ら
山
武
郡
市
環
境
衛
生

組
合
で
処
理
し
ま
す
。
そ
の
他
の

一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
未
定

で
す
。

〔
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
〕

Ｑ 

川
島
富
士
子
議
員

　

低
所
得
者
子
育
て
世
帯
向
け
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
準
備

はＡ 

産
業
振
興
課

　

31
年
度
10
月
１
日
か
ら
の
消
費

増
税
を
見
込
ん
で
低
所
得
者
と
３

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯

に
対
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
販
売
す
る
予
定
で
、
現
在
、
担

当
課
に
よ
り
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〔
新
年
度
予
算
の
改
善
策
〕

Ｑ 

山
﨑
貞
一
議
員

　

過
去
３
年
間
の
経
常
収
支
比
率

は
85
・
８
％
～
90
・
３
％
に
上
昇

し
て
い
る
が
、
新
年
度
予
算
の
改

善
策
は
。

Ａ 

企
画
財
政
課

　

公
債
費
、
扶
助
費
が
伸
び
、
特

に
社
会
保
障
関
連
経
費
が
自
然
増

と
な
り
、
今
後
も
90
％
前
半
で
推

移
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
以
上
悪
化
す
る
と
財
政
が
硬
直

化
し
、
投
資
的
経
費
に
充
て
る
財

源
が
確
保
で
き
な
く
な
る
た
め
、

事
業
の
廃
止
や
統
廃
合
に
よ
り
保

有
施
設
を
減
ら
す
よ
う
な
方
策
を

と
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

〔
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業
〕

Ｑ 

八
角
議
員

　

防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
て
い

な
い
基
数
と
防
犯
灯
電
気
料
の
区

補
助
金
は
何
区
あ
る
か

Ａ 

環
境
防
災
課

　

防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
な
っ
て
い

な
い
基
数
は
町
全
体
で
２
，
３
０

８
基
で
す
。
ま
た
、
防
犯
灯
電
気

料
の
区
補
助
金
は
、
予
算
計
上
は

８
５
５
基
で
、
こ
れ
は
光
地
域
で

空
港
か
ら
の
航
空
機
騒
音
障
害
防

止
対
策
事
業
補
助
金
を
受
け
て
い

な
い
地
区
に
対
し
て
の
補
助
金
と

な
り
ま
す
。

〔
光
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
維
持
管
理
〕

Ｑ 

野
村
議
員

　

光
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
利
用
状

況
は
。
ま
た
現
在
の
維
持
管
理
を

続
け
て
い
く
の
か
。

Ａ 

都
市
建
設
課

　

今
年
度
は
釣
り
等
の
立
ち
寄
り

客
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
夏

の
利
用
が
多
か
っ
た
と
清
掃
員
か

ら
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸

線
付
近
で
こ
の
よ
う
な
施
設
は
少

な
く
、
利
用
者
も
多
い
た
め
、
大

切
な
施
設
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
空
港
周
辺
対
策
交
付
金
〕

Ｑ 

齋
藤
議
員

当
町
で
は
空
港
周
辺
対
策
交
付
金

は
、
毎
年
４
億
４
千
万
円
か
ら
４

億
５
千
万
円
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強

化
後
の
増
額
が
確
定
し
予
算
に
反

映
で
き
る
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

Ａ 

空
港
地
域
振
興
室

　

確
定
事
項
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
前
提
で
申
し
ま
す
と
、
現
在

は
Ｎ
Ａ
Ａ
が
空
港
敷
地
内
の
同
意

書
を
地
権
者
よ
り
取
っ
て
い
る
段

階
で
す
。
同
意
が
取
れ
た
後
、
航

空
法
の
許
可
申
請
が
な
さ
れ
、
騒

防
法
の
告
示
が
さ
れ
た
翌
年
度
が

交
付
金
の
増
額
時
期
で
す
。
最
短

で
２
０
２
０
年
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

〔
食
肉
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
〕

Ｑ 

鈴
木
和
彦
議
員

　

処
理
頭
数
が
減
っ
て
い
る
た
め

使
用
料
収
入
が
減
少
。
ま
た
ハ

サ
ッ
プ
の
問
題
等
経
費
も
膨
ら
ん

で
い
る
。
基
金
が
な
く
な
る
前
に

使
用
料
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、

町
長
を
含
め
同
業
組
合
と
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
。

Ａ 

食
肉
セ
ン
タ
ー

　

今
年
も
Ｐ
Ｅ
Ｄ
が
既
に
54
例
発

生
し
、
こ
の
ま
ま
子
豚
が
死
ん
で

し
ま
う
と
６
ヶ
月
後
に
は
と
畜
頭

数
に
か
な
り
の
影
響
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
使
用
料
を
上
げ
な
い

と
運
営
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
と
畜
場
の
再
編
、
今
後

の
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て

な
ど
様
々
な
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

同
業
組
合
の
皆
様
と
話
し
合
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〔
産
直
交
流
施
設
〕

Ｑ 

宮
薗
議
員

　

産
直
交
流
施
設
に
係
る
予
算
計

上
が
な
か
っ
た
の
は
良
か
っ
た
で

す
が
、
町
長
は
ふ
れ
あ
い
坂
田
池

公
園
も
産
直
交
流
施
設（
道
の
駅
）

建
設
の
候
補
地
の
一
つ
と
い
う
最

終
的
な
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
そ
の
よ
う
な
施
設
を
つ
く
る
考

え
が
あ
る
の
か
確
認
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ａ 

産
業
振
興
課

　

町
長
と
も
協
議
を
し
て
お
り
、

現
計
画
で
は
白
紙
に
戻
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
完
全
に
や
め
た
の

で
は
な
く
、
色
々
と
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

〔
農
産
物
販
路
開
拓
モ
デ
ル
事
業
〕

Ｑ 

秋
鹿
議
員

　

町
農
産
物
販
路
開
拓
モ
デ
ル
事

業
に
つ
い
て
、
今
年
度
予
算
比
較

で
３
８
０
万
円
ほ
ど
削
ら
れ
て
い

る
理
由
は
。

Ａ 

産
業
振
興
課

　

創
生
事
業
は
５
年
間
で
あ
る
程

度
の
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
終
的
に
町
の
補
助
が
無
く
て
も

自
主
自
立
で
運
営
し
て
頂
く
目
的

が
あ
り
、
そ
れ
に
向
か
っ
た
事
業

に
絞
っ
て
予
算
化
し
た
も
の
で
す
。

〔
地
方
創
生
推
進
交
付
金
〕

Ｑ 

秋
鹿
議
員

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
減
額

理
由
に
つ
い
て

Ａ 

企
画
財
政
課

　

町
単
独
分
と
広
域
分
の
2
種
類

が
あ
り
、
町
単
独
分
は
28
年
度
か

ら
30
年
度
ま
で
の
採
択
で
有
る
た

め
、
そ
の
事
業
分
が
減
額
し
て
い

ま
す
。
減
額
し
た
分
は
創
生
基
金

を
活
用
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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会


